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Minimalism
インプラント治療におけるミニマリズムの必要性

インプラントジャーナル
100号

従来のクラシカルなインプラント治療とミニマリズムに基づいたインプラント治療を
比較した場合、従来のクラシカルなインプラント治療は、手術回数が多く、GBRや
CTGなどの付随する外科処置も多くなるため治療経過が不透明で結果の成否も確実
性に乏しい。ゴールまでの正確な治療期間も患者へ伝えることが難しい。
一方、ミニマリズムによって簡素化された治療プロセスは、患者が理解しやすく、
シンプルな治療計画は、患者の不安を軽減し、治療への信頼感を高める。
本特集では治療内容や治療期間、治療費も含めミニマリズムの必要性を解説する。


